
バイオの散歩道

　農場での実験は、実用的でありたいと思う。しかし、実験へ
の支援労力は不足、とくに夏休み中は最悪で、理想と現実は
大きく隔たる。昨年、この問題に直面していたころに、「川崎市
産学共同研究プロジェクト」で農業のICT利用に関する共同
研究が私に振られてきた。農場の支援労力不足をICTで
補って、楽をすることを陰の目的として、企業との研究を始め
た。その結果、養液土耕栽培を自動管理するシステム
「ZeRo.agri」（写真１）を製品化できた。自動管理なので数日
間不在でも問題は起きない。データ（写真２）をみて長期出張
中に学生や職員に適切な
栽培管理の指示を出せ
る。なによりも、安心して出
張でき、休みもとれるように
なった。
　養液土耕栽培とは、元
肥なしで日々必要な栄養
塩を水に溶かし土壌に潅
水するシステムで、作物が
受けるストレスが軽減され
て収量が増え、施肥量を
減らせる利点がある。
「ZeRo.agri」では、土壌
水分、野外日射量等を測
定し、データをインターネット
でクラウドに送信し、クラウ
ドで培養液供給の適切な
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　カンゾウは比較的判別の簡単な山菜の一つであるが、私の知り合いに食べる人は少ない。通常、山菜の対
象となるカンゾウはヤブカンゾウとノカンゾウである。ともに山菜としては同じ部分を食べる。カンゾウは「甘
草」とも書くように、春先の新芽をヌタにして食べると、甘くておいしいらしい。「らしい」というのは、この時期
は他に食べられるものがたくさんあって、今までに試したことがないからである。来年試すことにしよう。
　学内に生育しているカンゾウはヤブカンゾウである。ノカンゾウの花は一重で、雌蕊と雄蕊があり、田舎のあ
ぜ道でよくみられる。ヤブカンゾウの花は写真でもわかるように八重で雌蕊と雄蕊がない。3倍体らしい。写真
は生田坂の下で撮ったものだが、この坂や階段の途中で暑い最中に華やかに咲いている姿を記憶している人
も多いでしょう。
　今回の「食」の対象はこのカンゾウの蕾である。新芽と違って、別の毒草と間違う可能性はまずない。カンゾ
ウの群落があれば、10分程でざるに１杯程とれるはずだ。水でさっと洗って、中華風の炒め物にすると非常に
おいしい。知らずに食べている人も少なからずいるはずだ。なぜなら、このカンゾウの蕾の中国名は「金針菜」
なのだから。中国からは乾燥品が輸入されているが、当然生のものがおいしい。ちなみに、ヤブカンゾウとノカ
ンゾウで味に差は感じられない。また、輸入されたものは時折「食べられる百合の花」として売られていること
もあるので、写真をみて百合？と思った人もあながち外してはいないということになる。生田坂のものは、登坂
者の目の保養を奪うことになるので食べないように！　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （荒谷　博）
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編集後記
「バイオの散歩道第11号」をお届け致します。本小冊子も発行から6年目を迎えることになりました。今年は半分以上の委員交代により
新しい編集体制のもと、これからも皆様に興味をもって読んで頂ける研究・教育活動をお伝えしていきたいと思います。前号に引き続き、学
外および海外での研究活動や国際的な共同研究についても、2ページ目と最終ページで発信していきます。読者の皆様からもご感想やご
意見をお寄せ頂ければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（第11号編集担当：紀藤圭治）

量と時刻を計算し、制御信号としてインターネットで温室に戻
し、電磁弁を開閉して培養液供給を管理する。「ZeRo.agri」
の制御ロジックは、あえて簡単にし、栽培者が作物の生育状
況に合わせて制御ロジックの核心部を調節する機能を持た
せた。これにより、例えば、経験ある親父が作物をみて息子に
助言し、息子が管理目標値を調節すると、親父の勘が数値
化されて記録に残り、翌年、息子は親父に近づける。ICT業
界では、機械と機械を結ぶ「Machine to Machine」を「M2M」
と略して示す。我々はこれを「Man to Man」に広げる期待を
込めた。
　昨年、私は前職の忙しさと苦手な管理からの解放を求め
て大学農場に異動した。「ZeRo.agri」は、この目的を果たす
ための手段のはずであった。しかし最近、見学者や問い合わ
せで忙殺され、もくろみは大はずれである。いずれにしろ、作物
残渣、獣害等、農場での問題に企業との共同研究のネタが
ありそうだ。肝要なのは、外部資金で実験支援労力を確保す
ることに尽きる。

農場での問題に潜む
共同研究のネタ
黒川農場　特任教授　小沢　聖 小沢　聖
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写真2：ZeRo.agriのデータ画面（イメージ）

写真1：製品化したZeRo.agri




